
【地域ＩＣＴ振興型研究開発】
研究課題：非人口集中地域におけるローカルエリア防災情報共有システムの研究開発（082310002）
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住民の状態を把握

地域の状況を発信
●画像で地区内の河
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過疎化と高齢化の進む地域の災害時の課題

(1)周辺地域の災害状況がわからなかった（自助）

(2)防災組織が地域ごとの組織で他地域との連携がなかった（共助・公助）

(3)地域住民の高齢化の問題（災害情報リテラシーの欠如）

ICT活用による災害情報共有
住民と行政が一体となった災害への取り組み

(1)周辺の災害状況から自ら判断し迅速で安全な避難が可能

(2)住民の状況を把握し、迅速で的確な行政の対応が可能

(3)講習会、そしてモバイル機器活用で容易に災害状況を把握

●インターネット上にある地域の災害情報を集約
し、容易に災害状況を確認
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情報技術を活用できる

●情報技術を理解
し、活用できるよう
に講習会の開催
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